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Garble of memory　CG／B3　河村 紫乃（木ノ下中）

中尊寺ブランドデザイン　CG／B1
石山 咲来（八戸三中）

イラストポスター　CG／B2　
榊 叶望（階上中）

雲と月　板・アクリル／60×30cm　
小林 千由樹（三沢三中）

教会の中で　CG／B1　
髙嶋 李里（堀口中）

パンドラの箱　油彩／Ｆ100　
佐藤　愛莉（三沢二中）

日常　油彩／Ｆ50　
苅谷 侑香（三条中）

U　CG／B2　
沢尾 結花（天間林中）

様々な「食べもの」がテーマの

ポスター　CG／B2　
吉田 百斗実（北稜中）

昭和の街／湊の街　CG／B2　
葛西 祐佳（市川中）

昭和の街／旭商会　CG／B2　
葛西 祐佳（市川中）

美術コース誌上卒業制作展

ʲཱެࠃେֶ 　r߂લ大ֶ໊̎、ܗࢁ大ֶ
໊̎、౦ֶܳژ大ֶ、ւ道ڭҭ大ֶവ
手大ֶ໊̎、信भ大ֶ、ஜ大ؠ、ߍؗ
ֶ、੨ཱݝอ݈大ֶ、ؠ手ཱݝ大ֶ、
੨ެཱ大ֶ、ळాެཱඒज़大ֶ、金
ඒज़ܳ大ֶ、長Ԭܗ大ֶ、ؠ手ཱݝ
大ֶݹٶظ大ֶ෦、ཱݝܗࢁถ女子
ظ大ֶ
ʲཱࢲେֶ 　r౦ւ大ֶ、日本ҩྍ大ֶ、
ֶށ大ֶ、ւ道ҩྍ大ֶ、ീࡍࠃຈࡳ
Ӄ大ֶ໊̔、ീۀށ大ֶ1�໊、߂લҩ
ྍࢱ大ֶ໊̎、ؠ手ҩՊ大ֶ໊̎、ٶ
ֶӃ女子大ֶ໊̑、౦ֶӃ大ֶ໊̎、
౦ࢱ大ֶ３໊、౦ۀ大ֶ、౦
จԽֶ園大ֶ、日本ेࣈळాޢ大ֶ
４໊、౦ܳज़Պ大ֶ、ஜֶӃ大ֶ、
白ᷞ大ֶ、ᘐ協大ֶ、౦ࡍࠃژ大ֶ໊̎、
大ֶ、॔ಙ大ֶ、ࡍࠃ大ֶ、ઍ
༿ۀ大ֶ、౦ژใ大ֶ、明ֶ࣏Ӄ大

ֶ、日本ࣾ会事ۀ大ֶ、๏大ֶ、౦ژ
女࠺大ֶ、৩大ֶ、ઐम大ֶ、大ܳ
子大ֶ、Ϡマβキ動ޢ大ֶ、ঘඒֶ
園大ֶ、౦ژܗ大ֶ໊̎、女子ඒज़大
ֶ、多ຎඒज़大ֶ３໊、ত音楽大ֶ、
関౦ֶӃ大ֶ໊̎、ԣඒज़大ֶ、女子
ඒज़大ֶ、新ׁҩྍࢱ大ֶ、大ࡍࠃࡕ
大ֶ、৩大ֶւ道ظ大ֶ෦、ত
音楽大ֶظ大ֶ෦、女子ӫཆ大ֶظ
大ֶ෦、ീֶށӃ大ֶظ大ֶ෦໊̑、
ֶ園ظ大ֶ、ઋ੨༿ֶӃظ大
ֶ、੨中ԝظ大ֶ
ʲઐमֶߍ・֤छֶߍ 　rւ道中ԝௐཧ
ٕज़ઐֶࡳ、ߍຈޢҩྍઐֶߍ、
ീށอ݈ҩྍઐֶ໊̑ߍ、౦メσΟ
カルֶӃ໊̎、ീޢށઐֶߍ、Ξレッ
クใビジωスֶӃ３໊、4�,�,ใビジ
ωスઐֶߍ、盛Ԭҩྍࢱスポーπઐ
ֶؠ、໊̎ߍ手リϋビリテーシϣンֶӃ、

盛Ԭϖットϫールド、ઋՊઐֶ̎ߍ
໊、日本σβイナーܳज़ֶӃ、ઋཧ༰
ඒ༰ઐֶߍ、ઐֶߍ౦動ֶޢ
Ӄ、౦จԽֶ園ઐֶߍ、ઋϔΞメ
イクઐֶߍ、大ݪใهઐֶ̎ߍ
໊、ઋウΣσΟンάブϥイダル、ઋス
イーπ̱ カϑΣઐֶߍ、౦ژ૯合ඒ༰ઐ
ֶߍ、中ޢઐֶߍ、大ݪҩྍൿ
ॻࢱอҭઐֶߍ、౦ژビϡーテΟー
Ξートઐֶߍ、ϋリウッドඒ༰ઐֶߍ、
日本ֶӃઐֶߍ、จԽ服装ֶӃ、૯
合ֶ園ώϡーマンΞカσミー
ʲब৬ 　r᷂Ξクセスブリッジ、᷃一উ家口
ઃ、Ξートコーポレーシϣン᷂、᷂ジーݐ
Ξイテック、᷂πルϋ̎ ໊、ΞイリスΦーϠ
マ໊᷂̎、᷂ࣾࣉਅ、᷂一心、᷂ϑΝ
クトリージϟύンάループ、᷂バンズダイニ
ンά、上自Ӵ （ୂ一ൠ）、上自Ӵୂ
（自Ӵิީ生）

　ྩ３年学ߍਪન型・総合型選抜入試の݁Ռ͕ग़ͦΖͬͨɻ１月̓日ࡏݱɺ 
国ެཱ大学ʹ1�໊ɺཱࢲ大学ʹ�4໊͕合֨ΛՌ͍ͨͯ͠Δɻ一般入試の݁Ռ
３月Ҏ߱ʹ֬ఆ͢Δɻ
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　12月25日、ീށブックセンターओ࠵「シϣートシϣート
ऀ2�໊ر生ె̍ɾ̎年のߍされ、本࠵座」がはっちで開ߨ
がࢀՃした。ए手作家のాؙխஐࢯをࢣߨにܴえ、ߘݪ༻紙̍
ʙ３ຕఔ度の「シϣートシϣート」小આを作するというϢ

ニークな内༰で、ॻくことに関心
のある生ెがΞイσΞ発から作
成までを楽しんだ。成した
作はాؙࢯからߨධをいただ
き、子としてਐఄされる༧ఆと
なっている。

　12月23日、ใビジωスコース̍年生が、ീܯށ察ॺ
とീށফॺにて、৬場体験ֶ習を行った。৬ۀҙࣝのૣ
げるこをࢹҭ成をはかるとともに、生ెのࣾ会తなظ
とをతとして࣮ࢪさ
れたものである。ܯ察
ॺ見ֶでは、࣮ࡍに指
ؑఆを体験した。生
ెらはڵຯਂい様子
で、৬һの方々のઆ明
を聞いていた。

公務員インターンシップ

　̍月13日、έンタロɾΦϊࢯ（日本キリバス協会
දཧ事）をটいて、ڥٿཧղのためのߨ
演会を行った。
　Φϊࢯは、ଠฏ༸のౡࠃɾキリバスのจԽや生׆
についてܰշなޠり口でϢーϞΞたっぷりにհ。
ԹஆԽによるւ面上ঢでւ؛がਁ৯されつつあり、
2�5�年にはࠃのׂ̔がਁ水するڪれがあること、そ
れを৯い止めるためには世քが協力してԹ室ޮՌΨ
スを大෯にݮするඞཁがあることをૌえた。生ె
たちは、ݱの方々の生׆が手にऔるように感じら
れるお話に、ڳをଧたれた様子であった。
　ിࡩ　ࢁさん（カレッジコース̎年ʗࣣඦ中）は、
「キリバスの自વはඒしく、ॅຽの方々のসإがҹ
తだった。先ਐࠃのศརさをٻめる生׆がそれをഁ
յしていると思うと、私たちの生׆のあり方をߟえ
直すඞཁがある。Φϊさんの行動力やݙతな࢟
に感動した。」と話した。

ケϯタϩɾΦϊߨࢯԋձ
Ҭ&4%活ಈਪਐڌۀࣄ

地球市民として環境への責任を

SDGs 達成のために

　ֶ̎年୳ڀతなֶ習では、ϑード
ύントリー׆動を行っており、ࡢ年
1�月、Ϊϑトシϣップ᷂ϋリカീށ
様からݸ���Ҏ上のお՛子をدし
ていた。生ెのΞイσΞで、お՛
子には1人分ずつ手ॻきのメッセー
ジをఴえて、階上ொのֶಐอҭ園４
カॴدଃした。お՛子をडけऔっ
た子どもたちからは「おいしかったよ」「今度は一緒に遊ぼうね」
などのおྱのメッセージがಧいた。生ెたちは「子どもが喜んで
くれて嬉しい。私たちの׆動をࢧԉして協力してくれるۀاやஂ
体の方々に感謝したい」と話していた。

子どもたちに元気を届けたい！
ϑーυύϯトϦー活ಈ

　12月1�日、長ऀެຽؗで行われた小ֶ生ରクリスマス会（ちょ
うじゃこども৯堂ओ࠵）で、本ߍの"-5ΞンσΟɾウΟン先生の
出張ӳڭޠ室が開࠵された。ΞンσΟ先生はΞメリカ出の2ࡀ�、
ീށ大一ߴやさくら幼稚園でもӳޠのतۀをडけ持っている。

　クリスマス会では25໊の子ども
たちとϘϥンテΟΞのߍߴ生が、
Վやήームを通じてӳޠにしん
だ。ΞンσΟ先生は「Ҭの方々
とަྲྀできて楽しかった。子ども
たちがӳޠをきになって、外ࠃ
のことにڵຯを持ってくれると嬉
しい」と話していた。

ALTアンディ先生の出張英語教室！
ΫϦスマスӳޠͰ༡΅ ！͏ɾ͜Ͳも৯ಊ

情報ビジネスコース 執筆・出版ワークショップ 「超ショートショート講座」

　1�月21日、ֶ̎年の生ె1�5໊はクϥスごとに分かれてീࢢށ内の事ۀॴ
̔カॴを๚した。場やళฮの見ֶ、作ۀ体験などを通じて、Ҭࡁܦを
場を見ֶした村のおいらせࡊのཧղをਂめた。᷂ύセリーۀاえる֤ࢧ
上ཨಸさん（ใビジωスコースʗछࢢ中）は「ϑϥϫーシϣップだと思っ
ていたが、Ֆの༌入ൢച、छやබの生࢈など෯く事ۀをల開していること
を知り、こういう会ࣾでಇいてみたいと思った」と感をड़ていた。

産業から地域を学ぶ
ֶֶ̎ݟۀا



八戸工業大学

004 Hachinohe Institute of Technology Press No.143

　創生デザイ
ン学科では
六ヶ所エンジ
ニアリング㈱
と連携し、六
ケ所村来訪者
へのノベル
ティグッズの
制作を行って
いる。これは、
これまでに修得したデザインの学習成果を活用し、実際に製
品を作り出すことを目標に、本学科の科目課題として行うも
のである。
　昨年10月26日に六ケ所村を訪問。高度なエネルギー関連
施設やメガソーラー施設、長芋焼酎醸造工房などを見学した。
学生はグッズの製品化を目指してCADや計算ソフトを駆使

して最終的なデザイ
ンをまとめ、同社の
協力で作品の試作を
行った。２月には六
ケ所村関係者へのプ
レゼンテーションを
行う予定となってい
る。

　新年明けましておめでとうござ
います。
　昨年は、地球規模で新型コロナ
ウイルスの感染が拡大し、社会・
経済活動、日常生活などが大きな
影響を受け、混沌とした社会に変
容した年でした。現在も終息が見
えない状況にあります。本学も、
授業は何とか対面を中心に実施で

きたものの、様々な大学行事が中止となり、学生の課外活
動やサークル活動も多くの制約を受け、人間的な成長に欠
かせない「人との交流」が困難な状況が続きました。秋に
ようやく、感染予防対策を徹底しながらの学園祭、彩才祭
を開催することができました。このイベントで学生たちは、
主催者側の立場として、ウイルス感染予防対策をいかに講
じてイベントを成功に導くかを考えて実行するなど、これ
らの行事は、学生たちにとって課題解決型学習の場として
絶好の機会となりました。
　また本学は、このコロナ禍にあって、医療機関へのPCR
検体採取ボックスの提供、タクシー等での車内感染防止対
策技術の提案、医療施設内での感染防止対策に結び付く空
調・換気状況の可視化支援など、本学が有する専門性や技
術面で多くの社会貢献を果たしました。今後も、本学の有
する高い専門性を駆使して社会に貢献してまいります。
　さて本学は、平成26年から令和元年度までの６年間、国

が進める教育改革に積極的に取り組む高等教育機関の一つ
として、文部科学省の大学教育再生加速プログラム（AP）
に採択され（採択率19.5％）、「学修成果の可視化」を前提と
した「教育の質保証」の実現に取り組んできました。昨年
はその総括としての事後評価の年であり、今年度中にその
評価結果が示されます。また、国内すべての高等教育機関が、
７年以内ごとに国の認証評価を受けることが義務付けられ
ていますが、昨年本学は、日本高等教育評価機構（JIHEE）
が実施する機関別評価の審査を受け、大学の使命・目的、
教育課程、経営・管理と財務、内部質保証等に関わる基準
項目について、書面協議やオンライン面談に臨みました。
その評価結果も今年度中に公表されます。この審査に当たっ
ては、上述のAP事業での「教育の質保証」の先進的な取
組がその評価に大きく繋がるものと期待しています。
　いま社会は、Society5.0社会、人生100年時代、コロナ
禍を契機としたニューノーマル社会の到来など激変の渦中
にあり、高等教育機関にはこのように変化の激しい社会を
生きる力の育成が求められています。本学はこれまでに築
いた教育の質保証システムを活用し、そのような能力を
しっかりと育成してまいります。また、AI・IoT時代に
通用する人材、分野横断的な幅広い視野をもった人材の育
成など、時代の要請に応える教育を実施するべく、令和４
年度にスタートする新しい教育体制の準備も進めていま
す。今後も成長発展へとたゆまぬ努力を重ねてまいります。
　今年もよろしくお願いいたします。

新年を迎えて 学長　坂本　禎智

地域とつながるプロジェクト進行中

　生命環境科学
科OBの佐藤史
幸です。私が学
生時代に取り組
んだ卒業研究
の一部が、ドイ
ツの「Botanica 
Marina」 誌 に
学術論文として掲載されました。国の特別天然記念物にも指
定されている浅所海岸をフィールドに、渡り鳥が海草コアマ
モに（写真右）与える影響を調査したものです。自分の研究成
果が世界の研究者の目に触れると思うと、非常に嬉しいです。
　本研究は平内町から調査の機会をいただいたことがきっか
けです。当時、海草に関心があった私は「こんなチャンスは
滅多にない！」と思い、研究に挑戦しました。辛く苦しい時
もありましたが、研究を通じて平内町の皆さんと出会い、ド
ローンによる初の空撮や、真冬の海に入っての調査など、本
当にたくさんの貴重な体験を積むことができました。
　新しいことへの挑戦は少し抵抗があるかもしれません。し
かし、一歩踏み込めば、そこには驚きや発見、出会いが必ず
あります。どうぞ皆さんも「面白そう！」と感じたことには
挑戦してみてください。その経験はいつか、きっと皆さんの
役に立ちます。
2019年度卒業 生命環境科学科田中義幸研究室　佐藤　史幸

OBからのメッセージ
～思い出の卒業研究、世界へ～
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三部会新役員
　11月18日、新年度三部会役員が坂
本禎智学長（前列中央）を訪ね、就任挨
拶と抱負を語った。
＜新役員＞
学友会委員長 三田　知広

（茨城・勝田高／前列右）
体育会会長　　松浦　　輝

（八戸中央高／後列左から２人目）
文化会会長　 猪股　愛華

（秋田・由利高／後列左）

～あいさつ～
　この度、新学友会委員長に着任いた
しました、システム情報工学科１年三
田知広です。
　初めに、学友会の委員長になれたこ
とを素直に喜んでおります。まだ１回
生である私が実力不足と思われること
はあるでしょうが、新三部会役員と共
に協力し、新しい時代を作り上げてい
きたいと思っております。
　今後の活動で私は、「チャレンジ」
というテーマを掲げ、新しいことに挑
戦していきたいと考えております。こ
れまでの八戸工業大学の伝統は守りつ
つ、新時代を切り開いていく所存です。
最後に、新三部会をよろしくお願い致
します。

た だ い ま 活 動 中！

方言研究会
　私たち方
言 研 究 会
は、2018年
から青森県
南部地域の
方言の保存
と継承に取り組んでいます。若い世
代と年配の世代の言葉の壁をなくす
ためには、方言と共通語（標準語）
を相互に翻訳するツールがあると便
利だと考え、共通語を方言に翻訳す
る研究をしています。
　開発に取り組んでいる翻訳アプリ
ケーション「OK.Hougen!」を活用
し、イベントにも参加してきました。
　今年度は、みちのく・ふるさと貢
献基金より助成金をいただき、より
難易度の高い方言から共通語への翻
訳に挑戦しています。
　新作の翻訳ツールの実用化を図る
ため、プログラムの調整をしながら
改良を進めており、登録した方言の
音声認識ができるようになってきま
した。なかなか厳しい道のりですが、
頑張っていきたいです。

松橋　汰一
（システム情報工学科４年／八戸西高）

漫画研究会
　私たち漫画研究会は、今最も熱い 
アットホームかつパワフルかつ信頼 
と実績のある激アツサークルです。 
２年前は学内で印刷した薄い冊子を 
学園祭で、100円で販売するような
部員３名の小さなサークルでした。
現在は発展して、部員13名となりま
した。 
　当研究会の主な活動は何と言って
も部員一人一人がオリジナル作品を
手がけ、冊子とし販売している事で
す。その甲斐あって、今年の「工大
祭」では見事 HITグランプリ３位
を勝ち取ることが出来ました。また、
現在「学生チャレンジプロジェクト」
の助成を受け、部員のイラストレー
ションスキルを生かし市内にコロナ
ウイルス感染防止対策を呼びかける
「超・コロナ対策」 という活動をし
ております。
　漫画研究会は一年中部員募集中な
のでお気軽にお声がけください！連
絡先は校内のチラシに掲載されてお
ります。

部長　久慈　彩華
（創生デザイン学科３年／八戸工大二高）

　今年度も大学関係者及び三部会役員の協力を得て、11月７
日・８日にショッピングセンターラピアにて文化会主催「彩才
祭」を開催することができました。
　今年度は新型コロナウイルスの影響のためか例年と比べて来
場者数が少なく、２日間合わせても150人程でした。来場して
頂いた地域の方々に興味を持っていただけてよかったです。
　最後になりますが、関係各位の皆様、ご協力いただき誠にあ
りがとうございました。
文化会会長　花部　永遠（システム情報工学科３年／むつ工高）

彩 才 祭 開 催
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　ֶ園ࡇでは、ී段はにすることができないଂॻやֶ生
からߪ入رのあったਤॻなどをలࣔ。ಡॻि間にうീ
ըاӃ大ֶਤॻؗとの合ಉֶށ
「ಡॻि間ਤॻަలࣔ」では、
方のਤॻؗଂॻにগない分の
ਤॻをֶ生が作成したポップ（
հจ）きでలࣔ、ؗ内でӾཡɾ
ିし出しも行った。
　また、ֶ生が本にڵຯを持ち、
に手にऔってもらうことをࡍ࣮
తとして、「大ֶ生׆Ԡԉ」ɾ「今
月のؗ長のおススメ本」ɾ「ֶ֤Պ
に関࿈する本のհ」ɾ本ֶڭһ
がࣥචした「本ֶڭһஶॻ」など
ਤॻコーナーでࢿྉをలࣔし、औ
りんでいる。

　ਤॻؗでは通ৗのਤॻିआサー
ビスにՃえ、ֶ生がレポート作
成や׆ڀݚ動のためのจݙௐࠪや
ใऩ集にར༻できるようインター
ωットڥやి子ॻ੶のඋ、ࢿ
֨औಘに関するࢿྉをଗえている。
　ീށブックセンターからґཔの
あったاըとして「ひと୨」コー
ナーにਪનした小久อԹڭत（シ
ステムใֶՊ）おનめのॻ੶
や、̡ Ξカσミックトークʳのߨ
ڥत（生໋ڭをめたอࢣ
ՊֶՊ）のトーク内༰とஶॻの
հを行っている。

　ീࢢށതؗで開࠵され
た「Նظಛผల「ׇٌのڷ
、έΨジʙ」」にてށʙീ࢙
システムใֶՊのֶ生ɾ
৬һが開発したシステムやڭ
Ξプリが、ù÷ù÷年̓月４日ʙ
̔月ùú日までలࣔされた。開
発したలࣔは、ീࢢށ内に
した「ീݱ࠶てられているٌᰳに関わるੴൾを３%$(でݐ
ᰳٌ、（室ڀݚ౻ҏ）のੴൾ３%σータ「͙る͙る」」（ࣸਅ）ށ
の時に৯られていた「かてもの（ߥٹ২）」に関するク
イズを出する「かてものクイズ」（小玉ڀݚ室）、ࡂ時に
どうରԠすきかを出しࡂをදࣔする「ࡂରࡦクイ
ズ」（小玉ڀݚ室）の３である。これらのలࣔは、ࡢ年
度から࢝まった本ֶとീࢢށതؗとのڞಉڀݚの成Ռで、
今後もڀݚ内༰をまとめたイϕントの開࠵を༧ఆしている。

システムใֶՊ　ڭत　খۄ　ਓ

ୈ��ճ౦όレーϘーϧେֶϦーグઓ�෦༏উ・�෦ঢ֨
　本ֶは、øø月øû日ɾøü日にळాݝԣ手ࢢɾ༤体ҭؗ
で行われた「ୈüýճ౦バレーϘール大ֶリーάઓ」にࢀ
ઓした。
　今ճのリーάઓが࠷後のࢼ合となった４年生Τースのԁ子
ඩզ（木ݐஙֶՊʗീށ大一ߴ）、センターの上ాᔨ
थ（機ցֶՊʗീށ大一ߴ）、リϕロのా　ඔ（木
సでのٯ、༂し׆कにって大߈が（ߴՊʗ੨ֶஙݐ
༏উをܾめ、̍෦ঢ֨をՌたした。�
　結Ռは、࣍の通り。
　１回戦　̎ʵ̌　ରؠ�手ཱݝ大ֶ
　準決勝　̎ʵ̌　ର�盛Ԭ大ֶ　　
　決　勝　̎ʵ̍　ରؠ�手大ֶ　　

　機ցֶՊ３年生開ߨ「プロジΣク
ト࣮習」の成Ռ発ද会を݉ねたୈùúճ
ロϘットコンテストが、̍月̔日ŋøù
日に分けて作ٕज़センターにて行わ
れた。̓月からઃܭを重ね、̕月から
製作が行われてきた。
は、ΦリンϐックをϞνーϑにٕڝ　
したԁ൫をӡぶものと指ఆ場ॴにઃ置
するものの̎のロϘットが࿈ܞし、
タイムトϥイΞルでڝわれた。

　11月1�日、ୈ��ճֶ園ࡇ（1�月1�日ɾ11日開࠵）のలࣔ
෦දজࣜが行われた。
　ྫ年とはҟなるঢ়گ下でのֶ園ࡇ開࠵に、ࡔ本ֶ長からֶ
生࿑いとܹྭの言༿がଃられた。
ʪֶՊڀݚలࣔ෦ʫ
　・学長賞　　　ҏ౻ڀݚ室
　・学務部長賞　ߏڀݚ室、ยڀݚࢁ室、小玉ڀݚ室
ʪ՝֎׆ಈలࣔ෦ʫ
　・学長賞　　　ਧ楽෦
　・学務部長賞　మ道ڀݚ会、*$5ڀݚ会、動力ڀݚ෦

ୈ��ճϩϘοτίンςετ

ീࢢށതؗͱ࿈ܞ

「八戸の石碑3Dデータ「ぐるぐる」」

ֶԂࡇ　లࣔ෦දজ

ひと棚 八学コラボ

アカデミックトーク 学生応援

ਤॻؗͩΑΓ
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݄̎ʙ݄̐のओͳ༧ఆ
݄̎ ̍日� ֶ෦ฤ入ֶɾస入ֶ（一ൠ後ظ）ࢼ験

̎日� ֶ෦一ൠબൈࢼ験લظ
４日ʙøù日� ֶ෦後ิظ習ɾࢼ࠶験
ø÷日� ֶ෦૯合型બൈࢼ験ୈ３クール
øü日� 大ֶӃ入࣍̎ࢼબൈ（一ൠ）
øý日� ֶ෦)�*�5� ಛผཆ成コースલࢼ࣍̎ظ験
̎日� ֶ෦)�*�5� ಛผཆ成コース中ࢼ࣍̎ظ験
̑日� ֶ෦一ൠબൈࢼ験後ظ
ø÷日� ֶ෦૯合型બൈࢼ験ୈ４クール
øû日� Φープンキϟンύス
øĀ日� ྩ̎年度ֶҐهत༩ࣜ
̑日� ྩ３年度入ֶࣜ
̒日ʙ̔日� Ψイダンス

３݄

݄̐

　ø÷月øû日、本ֶి気ܥಉ૭会「水ަ会」（ؠ本明Ղ会長）
よりి気ి子ֶՊに新型コロナウイルス感染止ରࡦ
دが（̎ܭԹ機き手指ফಟ機̓、ඇ接触型体Թݕ）
ଃされた。
くりに大いにͮڥҭڭ本会長が「҆શなؠ、ଃࣜではد　
ཱててほしい。また、後ഐであるֶ生たちがコロナにෛけ
ないでษֶにྭみ、ক来にけて頑張ってほしい」とड़、
関लኍֶՊ長にを手した。
室や࣮験室などにઃڭԹ機き手指ফಟ機はֶՊ内のݕ　
置され、ඇ接触型体Թܭは؆қతに体Թをଌるࡍに使༻され
ており、新型コロナウイルス感染止ରࡦに大いにཱって
いる。

ਫަձΑΓدଃ

����年ೖࢼఔ
入試区分 願書受付期間（必着） 試験日

総 合 型 選 抜 試 験
第３クール 1月25日㈪～1月29日㈮ 2月10日㈬

第４クール 3月1日㈪～3月5日㈮ 3月10日㈬

一 般 選 抜 試 験
前　　期 1月4日㈪～1月22日㈮ 2月2日㈫

後　　期 2月15日㈪～2月26日㈮ 3月5日㈮

特 別 選 抜 試 験
（ 社 会 人・ 外 国 人
留 学 生・ 帰 国 生 ）

後　　期 3月1日㈪～3月5日㈮ 3月10日㈬

大学入学共通テスト利用 
選 抜 試 験

中　　期 2月1日㈪～2月14日㈰
2021年
1月16日㈯・
1月17日㈰ /
1月30日㈯・
1月31日㈰の
大学入学共通テスト

後　　期 3月1日㈪～3月17日㈬

　จԽࡒのอޢにޭがあったとして、
จԽிはྩ̎年度ҬจԽޭ࿑ऀද
জを発ද。本ֶ木ݐஙֶՊ元ڭत月
ؘහӫࢯがදজされることになった。
　Ӭ年にわたり੨ݝจԽࡒอޢ৹ٞ
会һをめ、ҬจԽのৼڵに多大なߩ
えたものである。̍月ࢌをしたことをݙ
ùû日、ژࢢにてදজࣜが行われる。

ؘ݄හӫຊֶڭݩतɺจԽிΑΓදজ

作ٕ、が（りࡇ᯿）ࡇ願فをটいての҆શ࢘ٶਆࣾౢࡾ　
ज़センターにてøø月̒日にࣥり行われた。当センターは、本
ֶのतۀを࢝め、関ߍ֤やֶ生サークル、Ҭの՝ղܾ
のためのٕज़ఏڙに෯く
されている。今ではし༺׆
い道۩となった木製の᯿（;
いご）は、ٕज़のܧঝとར༻
ऀの҆શɾ݈߁を見कる
として、作ٕज़センターに
大切にอされている。

҆શࡇئف

ീۀށେֶཱ��प年ʹ͚ͯ
　ീۀށ大ֶ
は、1��2年Ҭの
ཁをडけてઃ
され、2�22年には
ཱ5�周年をܴえ
ます。そこで、本
ֶでは2�21年度を
プレɾイϠーとఆ
め、ཱ5�周年事
演会、シンポジߨ೦ࣜయやه、行ҕһ会ઃཱのもと࣮ۀ
ウムなどのه೦行事、シンϘルマークื集やこれまでの
発行などを行ࢽ೦ه、ۀ೦事هのཧɾలࣔなどのۀ
う༧ఆです。ৄࡉについては、ϗームϖージにࡌܝして
いきますので、ͥひごཡください。
　ീۀށ大ֶは、多くの皆さまに感謝するとともに、新
時けてະ来をඳき、さらなるਐԽ成長を指して
いきます。

　ù÷ù÷年øù月ùü日、「վに
ҭの指すきڭけた本ֶ
方ੑ」をテーマにΦンϥイ
ンをซ༻して、ڭҭシンポジ
ウムを開࠵した。
　本ֶは、ù÷ùù年度のվ
でカリキϡϥムվగを༧ఆし
ており、ù÷øĀ年度までの̒年間จ෦Պֶল「大ֶڭҭ࠶生
Ճプロブϥム（通শ"1事ۀ）」として「ֶम成ՌのՄࢹԽ」
にऔりんできた。
　これらのことから、本シンポジウムでは、中長ظతなࢹ
から本ֶڭҭの指すき方ੑ、ฒびに近年औりんでき
た"1事ۀの૯ׅと今後のల開についてใڞ༗し、վ
後のক来のあるき࢟についてҙ見ަを行った。

　ҭվળγンϙδϜڭ
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の෦༏উࢠ෦େձঁعকࡇ૯จߴݝ
　ୈ�1ճ੨ߍߴݝ૯合จԽࡇকع෦大会が1�月2�日、
おいらせொみなくるؗで開࠵され、中村Ѫさん（ී通Պ

૯合コース̎年ʗߐཅ中）が女子ݸ
人ઓで༏উをՌたした。
　中村さんは今ճの༏উで、౦
新人大会（ྩ̎年عকߍֶߴ۠
12月1�日、ؠ手ݝ盛Ԭࢢ）とશߴࠃ
ֶߍจԽ࿈ໍকع新人大会（ྩ
３年̍月2�日ʙ 3�日、ฌࢢ࡚ೌݝݿ）
の出場ݖを֫ಘした。

　将棋部女子大活躍！

　1�月3�日、ୈ51ճ大一ࡇが開࠵さ
れた。今年は、新型コロナウΟルス感染
֦大止の観から、生ెと৬һのみで
。したࢪ࣮
　「一ࡇ合ࡇ大ࡃ׃」のスローΨンのもと、
̍年生はԑ日、̎年生はコースలࣔ、３
年生はٖళというようにֶ年ごとに
テーマを分け४උにऔりんだ。ࡢ年に
ଓき、元ۀاとタイΞップし、֤ 、のൢചも行った。ີをආけるために̎つの体ҭؗに分けۀا
リϞートで開会ࣜを行い、３年生女子の作ダンスの発දが行われた。

　また、ਧ楽෦のୈ��ճఆظ演会も࣮ࢪされ、
ؑしている生ెからは大きな拍手が送られた。
となっているྫ߃や毎年ݖクイズԦબ手ߴ大一　
大演ܳ大会なども開࠵された。大演ܳ大会ではήス
トとして「お見送りܳ人しんいち」さんにおӽしい
ただき、場を盛り上げていただいた。
　閉会ࣜでは、今ճの大一ࡇをৼり返る思い出
ө૾もྲྀされ、スローΨンの通り大きな拍手でऴ
えることができた。生ె達が、この成ޭ体験を今後
のߍߴ生׆に׆かしてくれることをظ待したい。

　ྩ̎年11月1�日ʙ 1�日にかけて、ୈ�3ճશ
ウΟンターカッ）ݖバスέットϘールબ手ߍߴࠃ
プ）੨ݝ༧બが੨ࢢで開࠵され、本ߍは̒年
ぶり４ճの༏উをՌたした。
　ॳઓ（WT߂�લߍߴۀ）、̎ճઓ（WT�ീۀށ
をߍߴが੨౦（ߍߴWT�੨）３ճઓ、（ߍߴ
会場に行われ、1��をえるಘでॱ当にউち
上がった。४ܾউɾܾ উは੨ࢢの࿘Ԭで行われ、
४ܾউはࣲాֶ園ߍߴにউར、ܾউはീֶށӃޫ
ߍߴとରઓして��ʵ�1と、ߍߴݝ૯体ସ大
会の雪ৱをՌたし見事༏উをউちऔることができ
た。キϟプテンの٠ਅ܅࢙（ී通Պਐֶコース

３年ʗेా中）は、「શࠃ大会はະ知のステー
ジなので、一ઓ一ઓにશ力をਚくし、自分たちの
型にはまらないバスέットϘールをしたい。」と
શࠃのけて๊ෛをޠった。શࠃ大会は、
12月23日ʙ
2�日に౦ژ
ଂの
૯合ス
ポーπプϥ
βで開࠵さ
れた。

工大一祭工大一祭

第73回全国高校バスケットボール選手権青森県予選
̒ͿΓ̐ճͷ੨ݝ༏উ

ମઓで༏ल৽ਓΛडஂعΞマকࢠঁ
　「ୈ1�ճ女子Ξマকஂع体ઓ」（日本女子プロকع協会ओ࠵）
が11月15日に行われ、中村Ѫさんが出場し、༏ल新人
をडした。Φンϥインで行われた今ճの大会に、ݝ内
の女子߽̑ڧ人で̖クϥスに出場。νームとしての入は
੯しくもಀしたが、ݸ人成がධՁされてのडとなった。

　中村さんは「私がめたࡾকઓ
の૬手はޒ段、ޒ段、࢛段、二段、
二段、̍ڃという߽ڧばかりでし
た。その中で３উをあげることが
でき、とてもྑいܦ験になりまし
た。」と感をड़た。

第51回
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ʻݝۀاʢʣ̓
੨Ϡクルトൢ ച᷂ീށスイミンάスクール
Ξルテックス（ಉ）
ࣾࢧ自動ं᷂ೆ෦ݝ手ؠ
᷂Տݪ木ిۀ
周ர᷂ߴ
᷂ޫ༸మ
᷂サカイҾӽセンターീࢧށళ
᷂ۀઃݐ༑ࡾ
᷂下ؘ　̎ ໊
新ؙߓӡ᷂
σΟーゼル᷂ݪੁ
スターゼンミートプロセッサー᷂੨場ށࡾビーϑセンター
᷂セイシンϋイテック
᷂セキϊ࢈ڵ�ീށళ
᷂大成ܭ装
大ฏ༸金ଐ᷂
ۀڮߴ᷃

タクミϗーム᷂
πカϋϥΤンタープϥイズ᷂
テクϊクϥϑトɾシーΞンドɾϰΟ᷂
ઃ᷂ݐ下ࣉ
౦ژమ᷂߯ീށ場
ೆ෦ి機᷂
᷂ࠜάリーンݐઃ
᷂階上ઃඋۀ
ീ٧᷂؈ށ
ീށ製࿉᷂ീށ製࿉ॴ　３໊
プϥイϑーズ᷂　̎ ໊
᷂ᇍઃඋ
ేӡస行
みちのく᷂ۀڵ
᷂Ϣニバース
᷂よこまち
ʻݝۀاʢ֎ʣ̓
"50.�8PSLT᷂

ΤンジニΞリンά᷂
日本ݪ೩分ੳ᷂
日本ϑードύッカー᷂੨場
᷂ਆΤンジニΞ
᷂マΤダ

ʻۀا֎ݝʼ
ΞイリスΦーϠマ᷂
イΦスΤンジニΞリンά̱ サービス᷂
いすʎ自動ं᷂
関౦シϞϋナྲྀ᷂ӜӦۀॴ
උอো᷂ܯӫߴ
̧̟ 盛Ԭమ道サービス᷂
ॅ༑ిి子ϫイϠー᷂　̎ ໊
（ҩ）ྕ会
୨開発᷂୨ాࣷ۞楽෦
᷂πルϋ（πルϋドϥッά）
トϐー᷂ۀҁ製ॴ

トϤタ自動ं᷂
日࢈自動ं᷂
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　11月̎日、ֶߍ周ลのඒ
Խ׆動としてܧଓして行っ
てきたクリーン白ۜが࣮ࢪ
された。今年度は̎ճの開
。��ճとなるࢉであり、通࠵
本行事は、ֶߍ周ลのඒԽ׆動を通じてҬࣾ会の感謝と
生ెの݈શҭ成をతに࢝まった。̍ʙ３年生のֶ֤年から
બ出された૯��໊がࢀՃし、日頃ར༻している通ֶ࿏にམ
ちているゴミをरいҬのඒԽにݙߩした。

　クリーン白銀

　୩ޫ܅（機ցコース３年ʗࢢ中）が、一ൠಟܶऔ
ѻऀࢼ験に合֨した。この֨ࢿは
Խֶༀなどのಟやܶのऔり
ѻいに関するࠃ家֨ࢿである。୩
܅は「自らのスキルΞップのҝ
に、֨ࢿऔಘにઓしଓけてきま
した。ࢼ験લの̍カ月間は、̍日
３時間Ҏ上のษڧにྭみました。
力のߕ൹がありました。」と感
をड़た。

　小Ѫ܅（木コース３年ʗࠜ中）が、今年度本ߍか
ら二人となるݥةऔѻऀ֨ࢿ
Եछશྨऔಘをした。֤ྨに֘当
するݥةをऔりѻうことができ
るফ๏でఆめられたࠃ家֨ࢿで
ある。小܅は「入ֶ時からの
ඪであったԵछશྨऔಘが達成出
来て、本当に嬉しい。今後は、ߕ
छの合֨を指して頑張ります。」
と、喜びやܾҙをड़た。

ಟܶऔѻऀݧࢼ߹֨

Եछશྨऔಘ֨ࢿऔѻऀݥة、年ೋਓࠓ

ものづくりマイスターによる溶接指導
　1�月2�日ɾ11月̕日ɾ1�日の３日間、ものͮくりマイスター
による溶接指導が本ߍ機ցコース溶接࣮習室を会場に行われ
た。中ཬ人ࢯࢤ（੨ݝീށ溶接協会ٕज़Ξドバイβー）
をটき、ۀՊ機ցコース̎年生をରとしてΞーク溶接の
ٕज़指導を行っていただいた。生ెはプロのٕज़をの当た
りにしてڻいていたが、ٕज़を習ಘしようとਅにΞドバイ
スを聞き、ૣ࣮ࡍの作ۀに׆かしていた。生ెは「ࢣߨの
方のΞドバイス
をҙࣝし溶接を
したら、今まで
にແいくらい上
手く溶接ができ
た。࣍ճはこれ
Ҏ上に上手く
Ξーク溶接を行
いたい。」とҙ
気ࠐんでいた。

ITマイスターによる技術指導
　11月1�日、Ԭ本信ࢯ（੨৬ۀ力開発協会*5マイス
ター）をおܴえし、「ウΤブσβイン　+"7"プロάϥミンά」
としてۀՊใコース̎年生をରに࣮習を行っていた
だいた。ࡢ今の日本をऔりרく世քのঢ়گやܹ変するࣾ会を
生きていくώント、ϗー
ムϖージ作成のج本త
なٕज़である)5.-
言ޠについてڭえてい
ただいた。今ճの࣮習
をとおして生ెは「今
までҎ上にใやใ
について関心を持ۀ࢈
つことが出来た。」と
話していた。

令和̎年度　進路先（就職）一覧 ྩ３年̍月̓日ࡏݱ

マイスター技術者指導
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満３歳組　遊戯
「グーチョキパーでパンプキン」

満３歳組　遊戯
「グーチョキパーでパンプキン」

年中組　遊戯「漁火太鼓」

年長組　音楽劇
「ブレーメンの音楽隊」

年長組　音楽劇
「ブレーメンの音楽隊」

年少組　遊戯
「ン・パカマーチ」
年少組　遊戯

「ン・パカマーチ」

さ͘Β༮ஓԂ
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　12月３日（木）、４日（金）の二日間に分けて行われたクリスマス
会。子どもたちは寒さも何のその、嬉しそうにお家の人と一緒に登園
してきた。いざ、開演となると、ステージ脇の控室で出番を待つ子ど
もたちは、衣装をつけてそわそわドキドキの様子。それでも幕が開く
と練習の時よりも張り切って堂々と演じ、幕が閉まりきるまでポーズ
をとる子どもたちにたくさんの拍手が送られていた。今年は新型コロ
ナウイルス感染症のため、会場に来られなかったサンタさんから声の
メッセージとプレゼントに大喜びの子どもたち。サンタさんには会え
なかったが、またひとつ楽しい思い出が増えた。
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　今日は、風邪をひいてい
る子が多く、休み明けの子
もいたので、室内でゆった
りと過ごした。クリスマス
製作をすることを伝える
と「玄関にも飾っていたよ
ね」「プレゼントは何にし
ようかな」と、嬉しさでな
かなか話が止まらないほど
盛り上がっていた。久しぶ
りにのりを使っての製作な
ので、出来ないと弱音を
吐くかと思いきや「難し
いな…でも頑張ろう」「も

うお姉さん
だから、先
生が言った
だけでわか
るよ」と自
信満々だっ
た。

　ミミズを見つけた子ども
たち。つつくたびに動くミ
ミズに「わあー、きゃー」
と叫んでいた。「ミミズさ
んは家に帰る途中だから、
そっとしてあげよう」と伝
えるが、動くのが面白いよ
うで何度もつつく子がい
た。一人の子が枝でミミズ
を持ち上げ移動させていた
が、直接触るのは嫌なよう
で、ほんの一瞬触って「ぷ
にゅぷにゅしている」と
いっていた。その
後、ダンゴムシを
見つけては、皆で
集まって観察する
など発見をしなが
らの外遊びを楽し
んでいた。

　今日の帰り、
子どもたちは床
に座って当番か
ら肝油をもらっ
た。女の子たち
の列がテーブル
に近かったため、
当番が通ること
ができなかった。
どうするか見て
いると、「当番

のために下がってあげよう」
と言う子がいた。すると周
りの子どもたちも声を掛け
合って下がって通りやすく
していた。「テーブルが曲
がっているから直そう」と
声を掛ける子もいて、協力
し合って直していた。折に
触れ伝えてきたことをきち
んと覚えてくれていた。

　園庭に残って
いた雪を見つけ
「雪だー‼」「冷
たーい」と大喜
びの子どもたち。
雪玉や小さな
雪だるまを作っ
ていたが「家に
持って帰りたい」
とビニール袋に
雪だるまを入れ
ている子がいた。周りの子
から「溶けちゃうよ」「水に
なっちゃうから置いて行っ
た方がいいよ」と言われムッ
としていたので、「お母さん
に見せたいの？」と聞くと
「うん」の返事。どうなるか
知る機会になると思い、袋
の口をきつく結んであげる
と大事そうに持ち帰った。

～勤労感謝の集い～

「りじちょうせんせい、
　ようちえんのためにありがとうございます」「さかだちできたよ♪」

～保育参観日・親子体育教室～ ～おみせやさんごっこ～

「いらっしゃいませ！
かっこいいギターはいかがですか」

～ ～おみせや
～勤労感謝の集い～

年少組　11月17日（火） 年中組　11月30日（月） 年長組　11月11日（水）満３歳いちご組
11月19日（木）

おもいでをいつまでも
　娘、息子がお世話になってから35年。今は孫
が元気に通っております。あの頃の制服、制帽、
カバンは何も変わらず、懐かしさを覚えます。
　毎日バス停からの帰り道「今日も楽しかった
よ」「〇〇ちゃんと遊んだの」「紙テープで制作
したよ」などいろいろな話をしてくれます。い
ちばん感心したことは、道で会った人に挨拶で
きるようになったことです。
　今、力が入っているのはクリスマス会の練習
です。私達がお客さんになり、本番さながら繰

り返しお遊戯を練習しています。とても楽しそ
うです。このような体験を重ね、一段一段階段
を登るように成長していくのでしょうね。これ
も木村園長先生はじめ先生方のあたたかいご指
導のおかげだと思っていつも感謝しておりま
す。これからも「ぼくとわたしたちのさくら幼
稚園♪」であってほしいと願っております。

（かき組　佐藤理子ちゃんの　おばあちゃん）
佐藤　幸子さん

～年長組、ちびっ子防災広場～
「しょうぼうしさんといっしょに
くんれん　がんばるぞ‼」

「みてみて～！
てつぼうじょうずでしょ！」
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 理　事　会

◇10月23日　理事会
・「学校法人八戸工業大学非常勤講師就業規則」改正に関
する件
・「八戸工業大学大学院学則」改正に関する件
・学校法人八戸工業大学資産運用に関する件

◇11月20日　理事会
・「学校法人八戸工業大学就業規則」改正に関する件
・「学校法人八戸工業大学有期雇用教職員就業規則」改正
に関する件
・「八戸工業大学任期付研究員・任期付研究支援員規程」改
正に関する件
・学校法人八戸工業大学資産運用に関する件

附属中学校

　コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、当初予定して
いた海外研修の計
画を大幅に変更し、
10月15日～ 17日、
生徒らは修学旅行
で宮城県気仙沼市、
石巻市、山形県天童市を訪れた。
　生徒は、東日本大震災の被災地で語り部から震災当時の
お話を聞いたり、復興状況を実際に見学したり、自然災害
の恐ろしさとそれに屈しない現地の方の生き様に触れ、心
を打たれたようであった。クラス全員が参加できたことは
楽しい思い出でもあり、貴重な体験は成長の糧となったで
あろう。コロナ禍の中、無事に実施できたことは非常に幸
運であった。

知財創造力育成授業　
　11月７日、三浦誠一氏（三浦特許商標事務所弁理士）を迎
え、知財創造力育成授業が行われた。
　前半、身近にある知的財産の権利について三浦氏から分か
りやすく説明していただいた。次に、生徒が二人一組になり、
用意された材料を使って高い塔を作り、頂上にボールを載せ
る発想トレーニングに取り組んだ。
　後半は、工作授業を行い、おもりの重量に耐えられる紙の
塔をできるだけ高く作る課題に挑戦した。塔の頂上におもり
が載ったグループもあれば、途中で崩れてしまうグループも
あったが、全員夢中になって取り組んでいた。

　生徒らはこの授業から、
私たちが日頃目にしているも
のは、様 な々アイデアによっ
て作られており、ものづくり
にはひらめきや発想力が必
要であることを学んだ。

３年生修学旅行

第２回校外学習　

　10月22日、今年度２回目の校外学習が実施され、八戸
市内の歴史・文化を学ぶという目的で、櫛引八幡宮・八戸
市博物館・是川縄文館の３か所を見学した。
　櫛引八幡宮の国宝館では、赤糸威鎧（あかいとおどしよ
ろい）や白糸威褄取鎧（しろいとおどしつまどりよろい）
をはじめとする国宝２領、国重要文化財３領の鎧を見学し
た。生徒らは舞楽面や太刀など中世以来の文化財も見学し、
鎌倉時代より受け継がれた壮観な宝物に感動していた。
　八戸市博物館では、特別展「暮らしの中の手仕事」を見
学し、藁や麻、木綿など、自然の草木を材料にした衣服や

表　紙　　八戸工業大学第二高等学校
　　　　　美術コース誌上卒業制作展

○新型コロナウイルス感染症患者の発生について
　12月初旬、本学の学生３名が新型コロナウイルス感
染症に罹患していることが確認されました。学生・保
護者の皆様、地域の皆様、関係の皆様には大変ご心配
をおかけしております。
　感染状況の把握、学内の消毒作業、感染拡大リスク
低減等対応してまいりました。
　本学は、この事態を重く受け止め、なお一層の感染
防止対策に努めてまいります。

八戸工業大学学長　坂本禎智

道具がどのように作られていたのかを知ることができた。
　根城の広場では、「主殿」と呼ばれる当主が儀式を執り
行った建物を史跡ガイドの方から案内していただき、正月
の儀式の様子や、道具類などを紹介していただいた。
　最後は、是川縄文館にて国宝の合掌土偶や是川で出土し
た土器を見学し、その後勾玉づくり体験を行った。体験で
は、紙やすりを使って滑石を磨き、それぞれ気に入った色
の紐を穴に通して首飾りを完成させた。
　生徒は、「小学校の時よりも八戸の歴史を深く知り、当時
の様子を考えながら見学することができた。」「昔の人はい
ろいろな知恵をもっ
て生活していたと実
感した。」といった感
想を述べ、教科書で
はあまり取り上げる
ことの少ない八戸の
歴史について興味関
心を深めた。




